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第３回岡山大学 Alumni（全学同窓会）総会議事要旨 

 
日  時：平成２７年１０月１７日（土）１０時３０分～１１時３０分 

場  所：岡山大学創立５０周年記念館 金光ホール 

出席者数：約１１０人 

 
開  会 

議事に先立ち、小長議長から挨拶および開会宣言があった。 

 
【第一部】 

１ 審議事項 

（１） 今期理事の紹介及び退任について 

小長議長の指名により、事務局から資料１「岡山大学 Alumni（全学同

窓会）役員・顧問名簿」に基づき説明があり、審議の結果、理事１名の退

任について、提案のとおり承認された。 

 
（２） 平成２６年度事業報告について 

小長議長の指名により、事務局から、資料２「平成２６年度事業報告」

に基づき報告があり、審議の結果、事業報告が承認された。 

 
（４） 平成２６年度会計報告及び監査報告について 

小長議長の指名により、事務局から、資料３「平成２６年度岡山大学

Alumni（全学同窓会）会計報告」及び「監査報告書」に基づき報告があ

り、審議の結果、報告のとおり承認された。 

 
（５） 平成２７年度事業計画について 

小長議長の指名により、事務局から、資料４「平成２７年度事業計画

（案）」及び資料５「平成２７年度岡山大学 Alumni（全学同窓会）収支予

算（案）」に基づき説明があり、審議の結果、提案のとおり承認された。 

   なお、Alumni のシンボルマークの作成についても、審議の結果、承認さ 

   れた。 

 
２ その他 
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【会場からの意見】 

（教員 A 男性） 

    平成２７年度の会費収入予定額が１，８００万で、平成２６年度（前年

度）の実績に基づきと言う説明があり、昨年度（２６年度）の会費収入額

が２，９００万円程度の中で、およそ１，０００万程度は教職員から会費

納入であったと聞いているが、卒業生からの会費納入は、どのくらいかお

尋ねしたい。  

（髙月課長） 

    会費収入額は、教職員・ＯＢの方々からも順次納入いただいたものも含

まれているが、まだ、若干周知が少ない状況である。教職員も正確な数字

は申し上げられないが、約６００名というような状況で、同窓生の皆様も

それを少し上回るぐらいの数字である。それらの金額が含まれている。引

き続き、今現在は、各学部等の同窓会が会報を送付いただく際にあらため

て会費納入等のお願い等の周知をしている。できるだけ同窓生の皆様に活

動を伝えながら会費を納めていただくような活動を展開して行きたいと考

えている。 

（教員 A 男性） 

    会費納入率の向上については、頑張っていただきたいと思う。一つお聞

きしたいのは、学生さんからの納入率というのは、どの程度アップしてい

るのか教えて欲しい。例えば、私どもの学部の納入率は、一昨年から比べ

ると非常に大きく上昇している。非常にご努力いただいているとは思うが、

引き続きそういった指導をしていただくことで、どの位の納入率を見込ん

でいるのか、また、１，８００万（金額）が学生さんの何割ぐらいを見込

んでいるかお尋ねしたい。 

（髙月課長） 

今年度（平成２７年度）の新入生の納入率というのは、４月末で取り纏め

た段階では、６０％半ば過ぎという状況であり、夏のお盆頃に、「保護者の

方々へ再依頼のお願い」を行っている。なお、９月末現在の全体の平均です

けど、７１．４％ぐらいに数字が上がってきているまた、昨年（平成２６年

度）の入学生よりもかなり上昇している状況である。 
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【第二部】 

（１） Alumni（全学同窓会）広島支部設立報告 

川本 一之 Alumni 広島支部代表幹事 

小長会長の紹介により、本年設立された広島支部の代表幹事・川本一之

氏から、広島支部設立総会及び懇親会の報告をはじめ、今後の広島支部の

活動方針等の報告があった。 

 
（２） Alumni グローバル人材育成支援報告 

     環境理工学部 渋谷 直樹さん 

小長会長の紹介により、環境理工学部の渋谷直樹さんから、Alumni グ

ローバル人材育成支援を受けることとなった、第 5 回国際学生リーダーシ

ンポジウムでの活動について報告があった。 

 
（３） 旧制第六高等学校同窓会会長 金政 泰弘氏講演 

小長会長の紹介により、旧制第六高等学校同窓会会長の金政泰弘氏の講

演が「岡山大学発足における六校校長黒正巌氏の功績」と題して行われた。 

 
閉  会 

小長会長から、岡山大学 Alumni（全学同窓会）総会の円滑な進行への

協力に対し謝辞及び閉会宣言があった。 

 
以 上 


